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た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
に
与
か
り
ま
し
た
西
脇
で
す
。
私
の
専
門
は

古
代
中
国
思
想
・
文
化
史
で
あ
り
ま
す
。
曹
洞
宗
専
門
学
支
校
と
し

て
開
校
さ
れ
た
愛
知
学
院
大
学
の
禅
研
究
所
で
宗
教
に
関
す
る
講
義

を
お
こ
な
う
こ
と
は
僭
越
な
話
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
講
義

の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
佐
藤
悦
成
教
授
に
は
、
こ
の
よ
う
な
演

題
で
も
い
い
か
と
お
聞
き
し
て
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

中
国
思
想
史
を
専
門
と
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
昔
、
中
国
の
禅
僧

の
語
録
を
少
し
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
唐
の
黄
檗
希
運
の
法
嗣

に
睦
州
道
明
が
い
ま
す
。
彼
は
「
如
何
是
一
代
時
教
」
の
問
い
に
対

し
て
「
上
大
人
、
丘
乙
己
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

睦
州
の
答
え
は
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
児
童
の
漢
字
識
字
教
科
書

か
ら
取
っ
た
言
葉
で
す
。
識
字
教
科
書
と
し
て
は
、『
千
字
文
』
が

有
名
で
す
が
、
ど
れ
も
儒
教
の
経
典
を
読
む
た
め
の
準
備
を
担
い
ま

す
。
易
し
い
漢
字
、
つ
ま
り
筆
画
の
少
な
い
字
か
ら
配
置
さ
れ
て
い

る
の
は
、
今
も
昔
も
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
問
答
は
、
唐
の
禅
僧
も
、
中
国
の
知
識
人
で
あ
る
儒
教
徒
と

同
じ
よ
う
に
、
漢
字
文
化
の
世
界
に
生
き
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
漢
字
で
自
己
の
考
え
、
悟
り
の
世
界
を
表
現
し
、

伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
禅
ば
か
り
で
な
く
、
仏
教
そ
の
も
の

が
、
中
国
で
は
、
漢
字
に
翻
訳
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
言
葉
は
、
思
想
を
伝
え
る
手
段
と
い
う
よ
り
、
思
想
そ
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。
漢
訳
仏
教
世
界
も
中
国
思
想
世
界
も
共
に
漢
字

を
使
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
共
通
の
思
想
基
盤
の
上
に
あ
る
と
い

【
研
究
会
】

ト
ル
フ
ァ
ン
漢
語
文
書
と
大
蔵
経

西　
　

脇　
　

常　
　

記
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う
こ
と
で
す
。
今
日
は
、
そ
の
こ
と
を
前
提
に
、
漢
訳
仏
典
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
大
蔵
経
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

一　

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
価
値

　

い
ま
、
お
配
り
し
ま
し
た
史
料
は
、
高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』（
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
九
年
）
の
最
後
の
部

分
に
載
せ
る
「
略
符
」
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、『
大
正
新
修
大

蔵
経
』
の
底
本
は
、
芝
の
増
上
寺
の
高
麗
海
印
寺
版
の
大
蔵
経
で

す
。
そ
れ
と
の
対
校
に
用
い
ら
れ
た
各
種
の
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
略
号

の
一
覧
表
が
「
略
符
」
で
す
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
各
頁
の
下

部
に
は
こ
の
「
略
符
」
を
用
い
て
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

　

高
麗
海
印
寺
版
の
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
は
、
高
麗
再
雕
本
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
後
で
詳
し
く
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
十
三
世
紀
の
木

版
印
刷
本
（
一
二
五
一
年
完
成
）
で
す
。
漢
訳
仏
典
も
他
の
漢
字
文

献
と
同
じ
よ
う
に
、
木
簡
や
帛
に
書
か
れ
石
に
も
刻
ま
れ
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
は
紙
に
書
か
れ
た
り
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
「
略
符
」
に
載
せ
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
も
写
本
か
版
本
で
す
。「
正

倉
院
聖
語
蔵
本
」
を
初
め
、
各
寺
院
の
テ
キ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
写

本
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
写
本
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の

中
で
、
本
日
の
演
題
と
関
わ
り
の
あ
る
の
が
「
敦
煌
本
」、
つ
ま
り

敦
煌
写
本
で
す
。
二
十
世
紀
の
初
め
に
、
列
強
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス

タ
イ
ン
、
ペ
リ
オ
、
大
谷
探
検
隊
等
は
、
敦
煌
・
莫
高
窟
の
第
十
七

窟
（
蔵
経
洞
）
か
ら
大
量
の
古
写
経
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。『
大
正

新
修
大
蔵
経
』
に
は
、
こ
う
し
た
探
検
隊
の
本
国
に
収
ま
っ
た
古
写

経
を
求
め
て
長
い
船
旅
を
し
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
で
写
し
と
っ
た
先

人
達
の
成
果
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
十
五
巻
の
古
逸
部
・
疑
似
部

は
、
敦
煌
写
本
に
負
っ
て
い
ま
す
。
古
逸
部
は
『
大
正
新
修
大
蔵

経
』
編
纂
時
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
、
例
え
ば
、№

 2837　

浄
覚
撰
「
楞
伽
師
資
記
」（
初
期
禅
宗
史
書
）
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
南
宗
禅
成
立
以
前
の
唐
代
禅
の
研
究
が
進
み
ま
し
た
。
ま

た
、
疑
似
部
は
偽
経
の
こ
と
で
、
正
式
な
経
典
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
地
域
で
、
そ
の
地
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
従
っ
て
そ
の
ニ
ー
ズ
が
一
段
落
す

る
と
消
え
て
い
っ
て
残
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、№

 2816

「
勧
善
経
」
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や№
 2717

「
新
菩
薩
経
」
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
敦
煌
写
本
は
あ
る
の
で
す
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
写
本
は

こ
の
「
略
符
」
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
は
二
つ
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
つ
は
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
が
編
集
さ
れ
出
版
さ

れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
前
半
に
は
、「
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
」「
ト
ル

フ
ァ
ン
本
」
と
い
っ
た
呼
称
は
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ト
ル

フ
ァ
ン
文
書
は
、
敦
煌
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
二
十
世
紀
の
は
じ

め
に
は
ロ
シ
ア
や
ド
イ
ツ
、
大
谷
の
探
検
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
敦
煌
の
名
の
下
に
一
括
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ル

フ
ァ
ン
の
名
が
表
に
で
る
の
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
一
九

五
九
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
カ
ラ

ホ
ー
ジ
ョ
（
高
昌
故
城
）
や
ア
ス
タ
ー
ナ
で
、
中
国
人
の
手
に
よ
る

大
規
模
な
発
掘
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
世
に
問
わ
れ
た
後
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
の
理
由
は
、
敦
煌
文
書
は
第
十
七
窟
（
蔵
経

洞
）
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
首
尾
の
整
っ
た
大
き
な
も

の
が
多
い
の
に
比
べ
れ
ば
、
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
は
廃
墟
や
土
中
か
ら

収
集
さ
れ
た
小
さ
な
断
片
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
丸
々
一
巻

残
っ
て
い
る
よ
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
い
て
い
は
十
行
前
後

で
、
校
勘
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
た
め
に
、
学

者
達
の
注
目
を
集
め
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

最
近
、
創
価
大
学
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
か
ら
辛
嶋
静
志
さ
ん

の
『
道
行
般
若
経
校
注
』
参
照
（A

 Critical Edition of 
Lokaks･em

a
’s Translation of the A

st･･asāhasrikā 
Prajñāpāram

itā, 2011

）
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
初
期
の
漢
訳
仏

典
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
辛
嶋
さ
ん
の
労
作
で
す
が
、
そ
の
校
正

テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
（
出
口
「
109
」、
図
１
）
が

図１　『道行般若経』（出口コレクション）
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使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
さ
は
16
・
9
×
13
・
9
㎝
で
僅
か
九

行
、
し
か
も
九
行
の
下
部
は
破
棄
さ
れ
て
い
る
小
断
片
で
す
。
そ
れ

で
も
校
正
テ
キ
ス
ト
に
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
写
本
が
非
常
に

古
く
、
四
百
年
前
後
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
敦
煌
本
に
比
べ
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
は
よ
り
古
い
時
代
の
写
本
を

含
む
の
で
す
。

二　

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
現
在

　

中
国
史
家
の
藤
枝
晃
氏
は
敦
煌
文
書
研
究
の
基
礎
を
確
立
し
ま
し

た
が
、
紀
年
の
な
い
大
半
の
文
書
の
時
代
を
確
定
す
る
た
め
に
、
古

い
時
代
の
写
本
を
多
く
含
む
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
著
の
『
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
仏
典
の
研
究
│

高
昌
残
影
釈
録
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
）
序
章
「
ト
ル
フ
ァ
ン
出

土
写
本
総
説
」
で
、
世
界
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
を
以
下
の
よ
う

に
整
理
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
（
一
部
、
筆
者
加
筆
）。

　

１　
　

大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

２　
　

ベ
ル
リ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

２
ａ　

西
独
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

２
ｂ　

出
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

２
ｃ　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

３　
　

マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

４　
　

ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
第
三
次
収
集
）

　

５　
　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

６　
　

 

中
国
の
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
黄
文
弼
発
掘
と
新
中
国

発
掘
）

　

７　
　

王
樹

旧
蔵
品
↓
中
村
不
折
・
上
野
淳
一
等
に
移
行

　

８　
　

旅
順
博
物
館
蔵
の
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

こ
の
記
述
は
一
九
九
〇
年
の
東
西
ド
イ
ツ
再
統
一
以
前
の
も
の
で
す

か
ら
、「
２
、
２
ａ
」
と
あ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
探
検
隊
が
将
来
し
た

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
が
戦
後
、
東
ベ
ル
リ
ン
と
西
ベ
ル
リ
ン
に
分
か
れ

て
保
管
さ
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え
て
い
ま
す
。
今
は
、
保
管
場
所
は

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
管
理
機
構
は
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
中
国
か
ら
は
、「
６　

中
国
の
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
以

外
に
も
、
最
近
に
な
っ
て
新
し
く
収
集
さ
れ
た
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
が

あ
っ
て
、
図
録
や
研
究
論
文
集
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、

『
吐
魯
番
柏
孜
克
石
窟
出
土
漢
文
佛
敎
典
籍
』
文
物
出
版
社
、
二
〇

〇
七
や
栄
新
江
・
李
肖
・
孟
憲
實
主
編
『
新
獲
吐
魯
番
出
土
文
獻
』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
）。
さ
ら
に
、
上
に
記
さ
れ
た
１
と
８
以
外
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に
大
谷
探
検
隊
の
一
人
で
あ
っ
た
橘
瑞
超
所
有
の
文
書
（
西
厳
寺
蔵

橘
瑞
超
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
中
で
、
藤
枝
氏
が
手
が
け
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、「
２　

ベ
ル
リ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
し
た
。
そ
の
契

機
は
上
で
述
べ
た
よ
う
に
敦
煌
文
書
を
正
し
く
読
む
こ
と
に
あ
り
ま

し
た
が
、
直
接
的
に
は
、「
２
ｂ　

出
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
整
理

を
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
有
者
で
あ
る
、
四
天
王
寺
管
長
の
出

口
常
順
に
依
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
出
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一

三
〇
断
片
か
ら
成
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
出
口
が
一
九
三
四
年
に
ベ
ル

リ
ン
留
学
か
ら
日
本
に
帰
国
す
る
際
に
譲
り
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
二
十
世
紀
の
初
め
に
ド
イ
ツ
探
検
隊
が
四
度

に
わ
た
り
ト
ル
フ
ァ
ン
を
中
心
に
発
掘
と
収
集
を
行
っ
た
「
２　

ベ

ル
リ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
２
ａ　

西
独
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
か
た

わ
れ
で
す
。

　

東
西
ド
イ
ツ
分
裂
時
代
の
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
藤
枝
氏
の
手
が

け
た
日
独
協
力
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
の
漢
語
仏
典
断
片
目
録
作
り
は
、

現
在
も
龍
谷
大
学
西
域
文
化
研
究
会
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
こ
れ

ま
で
に
ド
イ
ツ
か
ら
三
冊
の
目
録
が
出
版
さ
れ
、
全
六
千
枚
の
半
分

以
上
が
目
録
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
限
定
し
た
探
検
隊
は
ド
イ
ツ
だ
け
で
す
が
、

「
３　

マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
も
ト
ル
フ
ァ
ン
の
も
の

が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
も
小
断
片
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
数
は
二
千

枚
に
上
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
（
一
八
六

七

－

一
九
五
一
）
は
発
掘
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ト
ル
フ
ァ
ン
各
地

で
収
集
し
た
の
で
す
。
彼
の
旅
行
記
に
は
通
っ
た
ル
ー
ト
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
は
っ
き
り
書
き
留
め
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
途
上
、

バ
ザ
ー
ル
等
で
買
い
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
研
究
者
た
ち
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ト
ル
フ
ァ
ン
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
文
書

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
多
く
の
『
仁
王
護
国
般
若
波

羅
蜜
多
経
』（
以
下
『
仁
王
経
』
と
簡
称
）
の
写
本
断
片
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
に
識
語
の
部
分
の
断
片
が
二
枚
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
識
語
か
ら
、
こ
れ
ら
が
高
昌
国
の
王
に
よ
る
『
仁
王
経
』
写
本

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
識
語
は
ど
ち
ら
も
完
全
な
形

で
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
二
枚
か
ら
は
王
の
名
が
分
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
谷
探
検
隊
の
ト
ル
フ
ァ
ン
将
来
文
書
の
一
つ
に

も
、
や
は
り
識
語
を
伴
っ
た
『
仁
王
経
』
が
あ
り
ま
し
た
（
図
２
）。
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い
ま
行
方
不
明
に
な
り
所
在
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
香
川
黙
識
編

『
西
域
考
古
図
譜
』
下
、「
仏
典
附
録
」
一

－

二
（
国
華
社
、
一
九
一

五
）
に
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
仁
王
経
』
巻
上
の

末
尾
に
、
高
昌
王
麴
□
□
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
延
昌
三
三
年
（
五
九

三
）
の
七
行
の
識
語
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。
但
し
、
写
本
の
下
部
は

失
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
高
昌
王
の
名
は
や
は
り
確
定
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
（『
西
域
考
古
図
譜
』
の
編
者
は
麴
□
□
を
麴
伯
雅
と
読
ん

で
い
ま
し
た
）。

　

ま
た
、
東
洋
史
家
の
大
谷
勝
真
（
一
八
八
五

－

一
九
四
一
）
は
、

京
城
帝
国
大
学
（
ソ
ウ
ル
大
学
の
前
身
）
に
在
職
中
の
一
九
二
七
年

か
ら
、
在
外
研
究
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
に
二
年
間

留
学
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
ベ
ル
リ
ン
に
も
足
を
延
ば
し
、
ド
イ
ツ

学
術
調
査
隊
将
来
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
調
査
に
も
あ
た
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
で
大
谷
文
書
と
同
じ
よ
う
に
識
語
を
伴
っ

た
『
仁
王
経
』
写
本
の
存
在
を
発
見
し
た
の
で
す
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
写
本
は
『
仁
王
経
』
巻
上
の
首
部
を
欠
い
て
い
た
の

で
す
が
、
識
語
は
完
全
で
、
そ
こ
か
ら
、
高
昌
王
麴
□
□
は
麴
乾
固

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
大
谷
勝
真
「
高
昌
麴
氏
王

統
考
」
二
四
頁
、『
京
城
帝
国
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』、
一

図２　『仁王経識語』（大谷探検隊将来）
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九
三
六
、
所
収
）。
因
み
に
大
谷
が
ベ
ル
リ
ン
で
見
た
写
本
は
、
現

在Ch
271 (T

Ⅱ2067 )

の
記
号
を
帯
び
て
ベ
ル
リ
ン
に
存
在
す
る
の

で
す
が
、
大
き
さ
は
11
・
8
×
11
・
5
㎝
と
幾
分
小
さ
く
な
っ
て
い
ま

す
（
図
３
）。

　

麴
乾
固
は
一
五
〇
部
の
『
仁
王
経
』
を
写
経
し
た
と
識
語
に
は
書

か
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
断
片

は
、
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
写
本
下
部
を
欠
い
て
い

ま
す
が
、
大
き
さ
等
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

№
22　

 

四
五
行　

一
行
一
六

－

一
八
字　

9
・
1
×
89
・
3
㎝
『
仁

王
経
』
巻
下
（T

8.833b
21 ‒834a

8

）＋
識
語
（
延
昌
三

図３　「仁王経識語」（ベルリン蔵）

図４　「仁王経識語」（マンネンヘイム・コレクション）
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一
年
﹇
五
九
一
﹈）（
図
４
）

　

№
63　

 
11
・
2
×
16
・
9
㎝　
『
仁
王
経
』
巻
下
（T

8.834a
8

）＋
識

語
（
延
昌
三
一
年
﹇
五
九
一
﹈）（
図
５
）

写
さ
れ
た
時
代
、
識
語
の
文
章
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す

が
、
№
22
は
識
語
を
五
行
で
収
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
№
63
は
七

行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
谷
や

ベ
ル
リ
ン
の
も
の
は
№
63
と
同

じ
く
七
行
で
す
。
一
五
〇
部
は

お
そ
ら
く
一
度
に
筆
写
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
日
を
ず
ら
し
た

も
の
と
思
わ
れ
、
№
22
は
延
昌

三
十
一
年
二
月
十
五
日
の
、
№

63
は
同
じ
年
十
二
月
十
五
日
の

日
付
で
す
。
ベ
ル
リ
ン
は
№
63

と
同
じ
で
あ
り
、
大
谷
は
延
昌

三
十
三
年
八
月
十
五
日
と
幾
分

遅
れ
ま
す
。
ま
た
識
語
の
置
か

れ
る
場
所
で
す
が
、
巻
上
末
と

巻
下
末
の
両
方
の
例
が
見
ら
れ

ま
す
。
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
以
上
に
述
べ
た

識
語
を
帯
び
る
二
断
片
の
他
に
、
字
体
と
紙
か
ら
高
昌
時
代
の
同
一

写
本
と
判
断
で
き
る
十
六
枚
の
『
仁
王
経
』
写
本
が
確
認
で
き
ま

す
。

　

№
63
の
識
語
を
大
谷
将
来
文
書
や
ベ
ル
リ
ン
写
本
で
補
い
校
勘
し

た
本
文
と
そ
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
﹇
本
文
﹈

　
　

延
昌
卅
一
年
辛
亥
歳
十
二
月
十
五
日
、
白
衣
弟
子
高
昌
王
麴
乾

固
、
稽
首
歸
命
常
住
三
寶
、
和
南
一
切
諸
大
菩
薩
。
盖
聞
覺
道

潛
通
、
秉
信
可
期
、
至
理
冥
會
、
精
感
必
應
。
是
以
三
灾
擾

世
、
仰
憑
獲
安
、
九
橫
干
時
、
廻
向
而
蒙
泰
。
今
國
處
邉
荒
、

勢
迫
間
攝
、
疫
病
既
流
、
有
增
无
損
。
若
不
歸
依
三
寶
、
投
誠

般
若
者
、
則
以
何
雪
惡
徵
於
將
來
、
保
元
吉
於
茲
日
哉
。
是
以

謹
尋
斯
趣
、
敬
寫
仁
王
經
一
百
五
十
部
。
冀
受
持
者
發
无
上
之

因
、
諷
誦
者
證
涅
槃
之
果
。
謶
以
斯
慶
、
願
時
和
歳
豐
、
國
彊

民
逸
、
寇
橫
潛
聲
、
灾
疫
輟
竭
、
身
及
内
外
、
病
患
實
除
、
還

年
却
老
、
福
笇
延
遐
、
胤
嗣
安
吉
。
又
願
七
祖
先
靈
、
考
妣
往

識
、
濟
愛
欲
之
河
、
果
涅
槃
之
岸
、
普
及
一
切
六
道
四
生
、
齊

図５　「仁王経識語」（マンネンヘイム・コレクション）
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會
道
場
、
同
證
常
樂
。

　
﹇
現
代
語
訳
﹈

　
　

延
昌
三
十
一
年
、
辛
亥
の
歳（
五
九
一
）、
十
二
月
十
五
日
に
、

わ
た
く
し
、
在
家
の
仏
弟
子
で
あ
る
高
昌
王
の
麴
乾
固
は
、
生

滅
不
遷
の
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
稽
首
し
て
礼
拝
し
、
あ
ら
ゆ

る
諸
々
の
大
菩
薩
に
敬
礼
い
た
し
ま
す
。
わ
た
く
し
は
次
の
よ

う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
大
い
な
る
悟
り
の
道
は
人
知
れ
ず
通

じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
信
仰
心
を
固
く
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
期

待
す
べ
き
で
あ
り
、
最
高
の
道
理
は
沈
黙
の
中
で
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
心
に
よ
っ
て
必
ず
感
応
す
る
の
で
あ
る
と
。
そ

こ
で
刀
兵
災
、
疾
疫
災
、
飢
饉
災
の
三
災
が
世
界
を
混
乱
さ
せ

て
も
、
う
ち
仰
ぎ
身
を
委
ね
た
ま
ま
で
平
安
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
九
つ
の
理
不
尽
な
死
が
時
代
の
自
然
な
流
れ
に
逆
ら
っ
て

訪
れ
て
も
、
功
徳
に
よ
っ
て
泰
平
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
今
日
、
我
が
国
は
辺
境
の
地
に
位
置
し
、
国
勢
は
大
国
の

間
に
圧
迫
さ
れ
、
疫
病
は
蔓
延
し
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
し
、
般

若
の
智
慧
に
身
を
任
せ
な
い
者
が
、
ど
う
し
て
将
来
に
起
こ
る

不
祥
の
兆
し
を
除
き
さ
り
、
大
い
な
る
幸
福
を
現
在
に
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
よ
く
こ
の
趣
旨
を
考

え
、
敬
し
ん
で
こ
こ
に
『
仏
説
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

一
百
五
十
部
を
筆
写
い
た
し
ま
す
。

　
　

ね
が
わ
く
は
、
こ
の
お
経
を
し
っ
か
り
と
保
つ
者
が
こ
の
上
な

い
悟
り
に
達
し
、
こ
の
お
経
を
読
誦
す
る
者
が
涅
槃
を
覚
悟
し

ま
す
よ
う
に
。
ね
が
わ
く
は
、
こ
の
善
き
こ
と
（
筆
写
す
る
こ

と
）
に
よ
っ
て
、
天
候
か
な
っ
て
豊
か
に
稔
り
、
国
境
の
民
は

安
ら
ぎ
、
外
敵
の
横
行
も
聞
か
れ
ず
、
災
害
は
す
っ
か
り
無
く

な
っ
て
、
わ
た
く
し
の
身
と
皇
后
と
女
官
お
よ
び
諸
侯
以
下
の

臣
下
た
ち
の
難
儀
は
除
か
れ
、
若
返
っ
て
老
い
ず
、
寿
命
は
は

る
か
に
延
び
て
、
子
孫
は
平
和
で
幸
福
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

さ
ら
に
ま
た
七
代
に
わ
た
る
祖
先
の
霊
魂
、
亡
き
父
母
の
御
霊

が
愛
欲
の
河
を
渡
り
、
涅
槃
の
彼
岸
に
た
ど
り
着
き
、
広
く
一

切
の
六
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
間
・
天
上
）

に
い
る
四
生
（
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
）
の
生
き
物
が
、

す
べ
て
仏
陀
の
悟
り
を
開
い
た
道
場
に
集
い
、
と
も
に
涅
槃
に

入
る
こ
と
を
希
求
い
た
し
ま
す
。

　
『
仁
王
経
』
を
読
誦
し
た
り
書
写
し
て
鎮
護
国
家
と
万
民
豊
楽
を
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祈
願
す
る
こ
と
は
、
高
昌
国
の
み
な
ら
ず
中
国
で
も
、
ま
た
日
本
で

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
識
語
の
書
か
れ
た
延
昌
三
一
年
（
五
九

一
）
前
後
、
高
昌
国
の
政
治
情
勢
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
中
国
は
南
北
朝
時
代
の
比
較
的
短
い
分
裂
国
家
で
あ
り
、
突
厥
と

は
友
好
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
高
昌
国
は
両
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
、
小
国
と
し
て
平
穏
に
自
立
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
頃
、
隋
の
統
一
（
五
八
九
年
）
に
よ
っ
て
、
高
昌
国
は

中
国
傘
下
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
透
か
し
た
よ
う

に
、
翌
年
、
突
厥
は
高
昌
国
に
侵
入
し
、
四
つ
の
城
市
を
攻
撃
破
壊

し
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
二
千
人
の
高
昌
人
が
中
国
領
土
に
難
を
逃

れ
ま
し
た
。
麴
乾
固
（
五
六
一

－
六
〇
一
）
の
識
語
の
中
で
、「
今

日
、
我
が
国
は
辺
境
の
地
に
位
置
し
、
国
勢
は
大
国
の
間
に
圧
迫
さ

れ
云
々
」
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
状
況
を
言
う
の
で
す
。『
仁
王

経
』
の
写
経
は
こ
の
危
機
を
救
お
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
識
語
が
書
か
れ
て
三
十
年
ほ
ど
経
っ
た
貞
観
二
年
（
六
二

八
）
に
は
、
玄
奘
が
高
昌
国
を
通
っ
て
イ
ン
ド
に
向
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
国
王
は
麴
乾
固
の
孫
に
あ
た
る
麴
文
泰
（
在
位
：
六
二
三

－

六
四
〇
年
）
に
代
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
玄
奘
は
、
仏
教
信
仰
の
熱
い

王
の
要
請
に
応
じ
て
、
一
ヶ
月
当
地
に
留
ま
っ
て
『
仁
王
経
』
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
王
以
下
三
百
余
人
が
玄
奘
の
講
義
を
聴
き
に
集

ま
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
て
少
し
脱
線
し
ま
し
た
が
、
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
小
断
片
な
が
ら
貴
重
な
ト
ル
フ
ァ
ン
写
本
が
含
ま
れ
て
お
る
こ

と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
は
印
沙
仏
断
片
は
あ
り
ま
す
が
、
印
刷
断
片
は
な
く
、
写
本
ば

か
り
で
す
。

　

こ
の
章
の
最
後
に
、「
５　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
次
の
章
の
ト
ル

フ
ァ
ン
文
書
の
版
本
に
つ
い
て
の
導
入
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ロ
シ
ア
は
、
列
強
に
先
駆
け
て
、
十
九
世
紀
末
か
ら
中
央
ア
ジ
ア

探
検
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
探
検
家
と
し
て
は
、
カ
ラ
ホ
ト
で
西
夏

文
書
を
発
見
し
た
コ
ズ
ロ
フ
（P. K. Kozlov 

一
八
九
三

－

一
九
三

五
）
や
、
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
で
発
掘
を
行
っ
た
、
仏
教
学
者
で
も

あ
る
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
（S. F. O

ldenburg 

一
八
六
三

－

一
九
三

四
）
が
有
名
で
す
。
そ
の
探
検
・
収
集
の
歴
史
は
、
一
昨
年
夏
に
京

都
国
立
博
物
館
で
催
さ
れ
た
ロ
シ
ア
探
検
隊
収
集
の
文
物
展
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
文
字
を
辿
っ
て
」
の
カ
タ
ロ
グ
に
載
せ
ら
れ
た
ポ
ポ
ヴ
ァ
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（I. F. Popova

）「
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ロ

シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
探
検
隊
」
に
譲
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
ク
ロ

ト
コ
フ
（N

. N
. Krotkov 

一
八
六
九

－

一
九
一
九
）
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

　

ク
ロ
ト
コ
フ
は
、
ウ
ル
ム
チ
総
領
事
や
伊
寧
（Kuldia

）
領
事
を

務
め
る
傍
ら
、
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
ウ
イ
グ
ル
文
書
・
ト
カ
ラ
文
書
・

ソ
グ
ド
文
書
・
漢
語
文
書
等
を
収
集
し
ま
し
た
。
そ
の
漢
語
文
献
が

ど
れ
ほ
ど
の
量
に
の
ぼ
る
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
い
ま
『
俄

蔵
敦
煌
文
献
』
⑰
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
に
は
、
一
塊

の
木
版
仏
典
断
片
の
画
像
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
ネ
ル

ヘ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
仁
王
経
』
断
片
が
、
ベ
ル
リ
ン
や
大
谷

将
来
品
と
重
な
る
よ
う
に
、
ク
ロ
ト
コ
フ
収
集
品
の
木
版
仏
典
断
片

は
、
ベ
ル
リ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
連
続
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
研
究
に
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

三　

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
版
本

　

ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
特
徴
に
、
敦
煌
文
書
に
比
べ
小
さ
い
こ
と
、

そ
し
て
古
い
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
も
う
一
つ
は
印
刷
本
が
多
い
こ
と
で
す
。
敦
煌
・
莫
高
窟
か
ら

の
敦
煌
文
書
の
下
限
は
十
一
世
紀
の
前
半
で
す
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
文

書
は
十
二
、
十
三
、
十
四
世
紀
に
ま
で
降
り
、
印
刷
本
が
増
え
て
い

ま
す
。
最
近
は
敦
煌
・
北
窟
の
調
査
に
よ
っ
て
、
金
や
元
の
時
代
の

印
刷
本
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
初
に
見
て
い
た
だ
い
た
史
料
「
略
符
」
に
は
「
宋
本
」「
元

本
」「
明
本
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
宋
代
以

降
に
始
ま
る
大
蔵
経
の
版
本
テ
キ
ス
ト
で
す
。
大
蔵
経
の
版
本
テ
キ

ス
ト
は
以
下
の
三
系
統
に
整
理
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
潔
に
記

し
ま
す
。

（
１
）　
『
開
宝
蔵
』、
お
よ
び
そ
の
覆
刻
の
『
高
麗
蔵
』
と
『
金
蔵
』

　
『
開
宝
蔵
』（
北
宋
時
代
の
九
七
一

－

九
八
三
年
に
始
ま
る
）。
巻

子
本
。
一
版
二
三
行
。
一
行
一
四
字
。
界
線
ナ
シ
。
千
字
文
帙
号
は

『
開
元
釈
教
録
略
出
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
お
お
む
ね
一
字

繰
り
上
が
る
。『
開
宝
蔵
』
に
は
天
地
の
界
線
が
な
い
の
に
対
し
、

覆
刻
（「
被
彫
」、
か
ぶ
せ
ぼ
り
、
コ
ピ
ー
に
当
た
る
）
の
『
高
麗

蔵
』（
一
〇
一
一

－

一
〇
八
二
年
頃
）
と
『
金
蔵
』（
一
一
四
九

－

一

一
七
三
年
頃
）
に
は
そ
れ
が
備
わ
っ
て
い
る
。
字
形
な
ど
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
の
で
、
同
じ
版
木
を
用
い
て
印
刷
し
た
と
考
え
ら
れ
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て
い
る
。

（
２
）『
契
丹
蔵
』（『
遼
蔵
』『
丹
本
』）

　

聖
宗
の
統
和
十
年
代
（
九
九
三

－

一
〇
〇
二
）。
巻
子
本
。
一
版

二
七

－

三
〇
行
。
一
行
一
七
字
も
し
く
は
一
七
字
前
後
。
千
字
文
帙

号
は
『
開
元
釈
教
録
略
出
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
お
お
む
ね

一
字
繰
り
下
が
る
。
天
地
の
界
線
が
あ
る
。
一
九
七
四
年
に
、
山
西

省
応
県
の
仏
宮
寺
木
塔
第
四
層
の
釈
迦
像
の
胎
内
か
ら
十
二
（
十
）

点
の
残
巻
発
見
。
房
山
石
経
（
千
字
文
番
号
の
あ
る
も
の
）
の
底

本
。
版
式
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
経
巻
の
巻
首
と
巻
尾
の
経
題
の

前
後
に
罫
線
を
施
す
が
、
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る
。
ま
た
鋭
角
的

な
文
字
に
も
特
徴
が
あ
る
。

（
３
）
江
南
地
方
で
雕
刻
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
大
蔵
経

　

折
本
（
折
帖
）
形
式
。
一
版
三
〇
行
な
い
し
三
六
行
。
一
折
六

行
。
毎
版
五
折
（
半
葉
）
な
い
し
六
折
（
半
葉
）。
一
行
一
七
字
。

千
字
文
帙
号
は
『
開
元
釈
教
録
略
出
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一

致
す
る
。

　
『
崇
寧
蔵
』（
福
州
、
東
禅
寺
等
覚
禅
院
版
）:

元
豊
三
年
（
一
〇

八
〇
）
―
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）。
毎
経
の
巻
首
に
題
記
を

備
え
る
。
南
宋
か
ら
元
に
か
け
て
補
修
が
た
び
た
び
行
わ
れ
て

い
る
。

　
『
毘
盧
蔵
』（
福
州
、
開
元
寺
版
）：
東
禅
寺
版
が
完
成
し
た
政
和

二
年
（
一
一
一
二
）
に
雕
印
が
始
ま
り
、
南
宋
の
紹
興
二
十
一

年
（
一
一
五
一
）
に
完
成
。
そ
の
後
、
南
宋
の
時
代
に
補
版
が

作
ら
れ
、
補
修
は
元
ま
で
続
い
て
い
る
。
版
式
は
『
崇
寧
蔵
』

と
同
じ
。

　
『
思
渓
蔵
』（
湖
州
、
思
渓
版
）：
湖
州
思
渓
（
現
在
の
浙
江
省
湖

州
市
）
の
王
永
従
一
族
に
よ
る
私
版
大
蔵
経
。
北
宋
の
末
年
、

靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
に
雕
印
が
始
ま
り
、
南
宋
の
紹
興
二

年
（
一
一
三
二
）
に
完
成
。『
思
渓
蔵
』
に
は
『
湖
州
思
渓
円

覚
禅
院
新
雕
大
蔵
経
律
論
等
目
録
』
と
『
安
吉
州
法
宝
資
福
禅

寺
大
蔵
経
目
録
』
の
二
つ
の
目
録
が
あ
り
、
前
者
に
追
雕
補
刻

の
部
分
を
加
え
た
の
が
後
者
で
あ
る
。

　
『
磧
砂
蔵
』（
蘇
州
、
磧
砂
版
）：
平
江
府
（
蘇
州
）
陳
湖
中
の
磧

砂
延
聖
院
（
元
で
は
延
聖
寺
）
で
雕
印
さ
れ
た
。
南
宋
の
嘉
定

九
年
（
一
二
一
六
）
に
開
雕
さ
れ
た
が
、
宋
元
の
王
朝
交
替
の

際
に
し
ば
ら
く
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
元
の
大
徳
元
年

（
一
二
九
七
）
か
ら
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
追
雕
と
補
刊
の

事
業
は
十
五
世
紀
前
半
の
明
の
時
代
ま
で
続
い
た
。
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『
普
寧
蔵
』（
杭
州
、
普
寧
寺
版
）：
元
軍
の
兵
火
の
た
め
に
『
思

渓
蔵
』
が
焼
失
し
、
大
蔵
経
の
再
刊
が
図
ら
れ
た
。
新
興
宗
教

教
壇
で
あ
る
白
雲
宗
教
壇
の
経
済
力
と
組
織
力
が
大
い
に
寄
与

し
た
。
雕
造
に
は
至
元
十
四
年
（
一
二
七
七
）
か
ら
十
四
年
を

費
や
し
、
二
十
七
年
（
一
二
九
〇
）
に
完
成
し
た
。
版
式
は

『
思
渓
蔵
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

私
は
、
ド
イ
ツ
隊
の
将
来
し
た
版
本
大
蔵
経
断
片
を
整
理
し
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
数
は
一
二
〇
〇
ほ
ど
で
す
。
そ
の
中
の
九
割
以

上
は
契
丹
蔵
で
す
。
数
枚
の
開
宝
蔵
が
あ
り
、
残
り
が
金
蔵
と
単
刻

版
で
す
が
、
こ
の
比
率
は
「
８　

旅
順
博
物
館
蔵
の
大
谷
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
で
も
同
じ
で
、
ト
ル
フ
ァ
ン
に
は
契
丹
蔵
が
一
番
多
く

入
っ
て
い
ま
す
。

　

契
丹
蔵
と
金
蔵
は
先
の
史
料
「
略
符
」
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
北

宋
の
開
宝
蔵
は
、
十
世
紀
末
に
奝
然
が
一
揃
下
賜
さ
れ
て
日
本
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
契
丹
蔵
や
金
蔵
と
い
っ
た
、
華
北
地

方
で
出
版
さ
れ
た
大
蔵
経
は
、
日
本
に
渡
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
「
略
符
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。「
略
符
」

の
中
の
「
宋
本
」
は
、
年
号
が
「A.D

. 1239

」
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
南
宋
の
出
版
で
す
。
つ
ま
り
、
上
の
「（
３
）
江
南
地
方
で
雕
刻

さ
れ
た
い
く
つ
か
の
大
蔵
経
」
が
「
宋
本
」
で
す
。
日
本
と
近
い
福

州
や
杭
州
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
契
丹
蔵
や

金
蔵
が
世
界
の
ど
こ
か
に
存
在
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
先
に

述
べ
た
「
敦
煌
本
」
の
よ
う
に
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
が
出
版
さ

れ
た
際
に
利
用
さ
れ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
時
に
は
そ
の
存
在
は
確

認
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

契
丹
蔵
は
、
一
九
七
四
年
に
山
西
省
応
県
仏
宮
寺
の
木
塔
の
第
四

層
に
安
置
さ
れ
て
い
た
釈
迦
像
の
胎
内
か
ら
、
十
二
巻
発
見
さ
れ
た

こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
契
丹
蔵
を
底
本
に
刻
ま

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
房
山
石
経
の
遼
金
刻
経
の
部
分
か
ら
、
契

丹
蔵
に
つ
い
て
、
例
え
ば
印
刷
さ
れ
た
時
代
や
版
式
、
あ
る
い
は
テ

キ
ス
ト
が
推
測
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
僅
か
十
二
巻
と

は
言
え
、
契
丹
蔵
の
実
物
の
出
現
は
、
大
蔵
経
研
究
の
進
歩
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
す
ぐ
に
は
公
開
さ

れ
ず
、
図
版
と
解
説
を
付
し
た
『
応
県
木
塔
遼
代
秘
蔵
』（
文
物
出

版
社
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
九
一
年
に
な
っ
て
か
ら
で
、
発
見

か
ら
十
五
年
以
上
も
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

金
蔵
も
二
十
世
紀
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
三
四
年
、
山
西
省

趙
城
県
の
広
勝
寺
の
弥
勒
殿
か
ら
一
蔵
が
ほ
ぼ
揃
っ
た
形
で
発
見
さ
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れ
の
で
す
。
北
宋
・
欽
宗
の
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
正
月
、
首
都

の
開
封
に
金
（
一
一
一
五

－

一
二
三
四
）
が
入
寇
し
、
翌
年
に
は
、

都
下
の
顕
聖
寺
聖
寿
禅
院
に
置
か
れ
て
い
た
勅
版
大
蔵
経
の
板
木

が
、
金
兵
の
手
に
よ
っ
て
運
び
去
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
板
木
は

行
方
不
明
で
し
た
が
、
山
西
省
潞
州
出
身
の
崔
法
珍
に
よ
っ
て
、
三

十
年
後
に
金
蔵
の
雕
刻
が
企
て
ら
れ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
金
蔵
は
、

勅
版
で
は
な
く
、
民
間
で
開
版
さ
れ
た
大
蔵
経
な
の
で
す
。

　

一
二
三
四
年
、
モ
ン
ゴ
ル
・
宋
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
金
は
滅
亡
し

ま
す
が
、
そ
の
時
、
弘
法
寺
に
置
か
れ
て
い
た
金
蔵
の
板
木
は
モ
ン

ゴ
ル
の
時
代
に
も
伝
存
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
出
版
さ
れ

た
『
中
華
大
蔵
経
』
の
底
本
は
、
広
勝
寺
本
（
一
二
六
二
年
）
と
チ

ベ
ッ
ト
の
薩
迦
寺
北
寺
の
大
宝
集
寺
本
（
一
二
五
六
年
）
の
金
蔵
を

主
と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
発
見
さ
れ
た
契
丹
蔵
と
金
蔵
に
つ
い
て
は
解
明
す
べ
き
多

く
の
問
題
が
未
だ
残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
日
は
契
丹
蔵
の
扉
絵
に
つ

い
て
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
つ
い
で
に
申
し
ま
す
と
、
上
で
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
と
は
高
麗
再
雕
本
を
底

本
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
再
雕
本
が
印
刻
さ
れ
た
際
に
は
、
初
雕

本
を
契
丹
蔵
で
対
校
し
、
そ
の
誤
り
を
正
し
ま
し
た
（
守
其
『
高
麗

国
新
雕
大
蔵
校
正
別
録
』）。
従
っ
て
、『
中
華
大
蔵
経
』
が
新
た
に

出
版
さ
れ
て
も
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
価
値
は
色
あ
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
契
丹
蔵
は
巻
子
本
で
す
。
題
簽
の
見
返
し
部
分
に
扉
絵
の

置
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
夏
に
京
都
国
立
博
物
館
で
ロ

シ
ア
探
検
隊
収
集
の
文
物
展
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本

研
究
所
の
所
蔵
品
）
が
開
か
れ
た
こ
と
を
上
で
申
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
に

Φ360

「
釈
迦
説
法
図
残
欠
」
と
表
示
さ
れ
る
木
版
図
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
そ
の
前
年
に
ロ
シ
ア
で
も
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
解
説
は
、
大
き
さ
と
と
も

に
、「
中
国
版
本
。
こ
の
よ
う
な
版
画
は
巻
子
本
の
扉
絵
と
し
て
置

か
れ
、
仏
典
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
。
扉
絵
の
有
る
も
の
は
ご
く

稀
で
あ
る
」
と
扉
絵
の
一
般
的
な
知
識
を
記
し
た
、
非
常
に
簡
単
な

も
の
で
し
た
。
日
本
語
版
の
カ
タ
ロ
グ
解
説
は
や
は
り
扉
絵
の
一
般

的
な
こ
と
に
触
れ
や
や
詳
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
扉
絵
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
「
巻
頭
の
釈
迦
説
法
図
の
左
半
分
が
残
っ
た
も
の
と
見
ら

れ
る
」
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
問
題
は
、
両
カ
タ
ロ
グ
と
も
右
半

分
の
存
在
に
触
れ
な
い
点
と
敦
煌
収
集
品
と
す
る
点
で
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
図
の
右
半
分
は
す
で
に
そ
の
存
在
が
ロ
シ
ア
の
研
究
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者
に
は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
コ
ズ
ロ
フ
が
黒
水
城
か
ら
将
来
し

た
西
夏
漢
語
文
書
は
、『
俄
蔵
黒
水
城
文
献
』
全
六
巻
と
し
て
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
でTK

278

の
記
号
を
も
つ
断
片
は
、

先
の

Φ360

「
釈
迦
説
法
図
」
の
右
半
分
に
当
た
り
ま
す
。
二
断
片

は
少
し
の
隙
間
も
な
く
ピ
タ
リ
と
接
合
す
る
の
で
す
（
図
６
）。

　

た
だ
問
題
は
複
雑
で
す
。TK

278

は
三
断
片
を
含
み
、
一
つ
は
こ

の
「
釈
迦
説
法
図
」
で
、
あ
と
の
二
つ
は
そ
の
裏
側
に
重
な
っ
て
お

り
、「
中
阿
含
経
巻
第
十
五
題
簽
」（
図
７
）
と
「
摩
訶
僧
祇
律
巻
第

五
題
簽
」（
図
８
）
と
い
う
題
簽
を
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
表
紙
だ
と
分
か
り
ま
す
。「
叙
録
」（
孟
列
夫
〈
メ
ン
シ
コ
フ
〉

等
が
作
成
し
た
断
片
目
録
。『
俄
蔵
黒
水
城
文
献
』
巻
六
所
収
）

は
、
扉
絵
を
は
じ
め
と
す
る
三
片
を
「
宋
刻
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
『
俄
蔵
黒
水
城
文
献
』
に
は
、

Φ360 「
釈
迦
説
法
図
」

も
、
敦
煌
収
集
品
で
は
な
く
黒
水
城
出
土
品
と
し
て
、TK

278
と
一

体
の
も
の
と
は
気
づ
か
れ
ず
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
叙

録
」
は
「
宋
刻
」
で
は
な
く
て
、「
西
夏
刻
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
蔵
の
中
央
ア
ジ
ア
収
集
品
は
、
余
り
に
も

数
が
多
い
た
め
、
目
録
作
成
に
従
事
す
る
研
究
者
の
眼
に
止
ま
ら
な

い
限
り
は
、
も
と
も
と
一
断
片
で
も
異
な
る
整
理
番
号
が
つ
け
ら

れ
、
ど
こ
の
出
土
品
か
を
確
定
す
る
こ
と
さ
え
容
易
で
な
い
場
合
が

多
い
の
で
す
。

　

い
ま
改
め
て
こ
の
扉
絵
「
釈
迦
説
法
図
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
と
、TK

278

を
構
成
す
る
二
つ
の
題
簽
は
筆
写
で
あ
り
、
出
土
地

等
を
明
ら
め
る
資
料
を
提
示
し
て
い
る
の
で
す
。「
中
阿
含
経
巻
第

図６　「釈迦説法図」（ロシア蔵 TK278+Φ360）
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十
五
」
の
下
に
は
「
興
」
の
千
字
文
帙
号
、「
摩
訶
僧
祇
律
巻
第

五
」
の
下
に
は
同
じ
く
「
登
」
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
ま

す
。
先
に
『
契
丹
蔵
』
の
千
字
文
帙
号
は
、「『
開
元
釈
教
録
略
出
』

に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
お
お
む
ね
一
字
繰
り
下
が
る
」
と
申
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
合
致
し
ま
す
。『
中
阿
含
経
』
六
〇
巻
は
、
一

〇
巻
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
夙
、
興
、
溫
、
清
、
似
、
蘭
」
の
千
字

文
帙
号
を
も
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
巻
一
五
は
「
興
」
で
あ
り

一
致
し
ま
す
し
、
ま
た
『
摩
訶
僧
祇
律
』
四
〇
巻
は
、
一
〇
巻
ご
と

に
「
登
、
仕
、
摂
、
職
」
の
一
字
を
帯
び
、
巻
五
は
「
登
」
な
の

で
、
こ
れ
も
一
致
し
ま
す
。

　

TK
278

は
、
図
録
で
は
、
扉
絵
と
そ
の
裏
側
の
題
簽
を
備
え
た
二

つ
の
表
紙
が
確
認
さ
れ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
扉
絵
「
釈
迦
説
法

図
」
の
右
に
余
白
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
右
端
は
数
ミ
リ
ほ
ど

の
幅
で
紙
が
固
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
す
ぐ
左
の
中
央
あ
た
り

に
穴
の
痕
跡
が
見
え
ま
す
。
巻
子
本
を
巻
き
あ
げ
て
こ
こ
に
通
し
た

紐
で
縛
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
扉
絵
の
裏
側
に
は
題
簽
を

備
え
た
表
紙
以
外
に
別
の
写
本
も
重
な
っ
て
お
り
、
複
雑
な
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
二
つ
の
題
簽
と
扉
絵
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま

図７　「中阿含経巻第十五題簽」
（ロシア蔵 TK278）

図８　「摩訶僧祇律巻第五題簽」
（ロシア蔵 TK278）
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す
。
た
だ
し
形
態
の
面
で
は
、
現
在
は
一
体
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、
整
理
者
も
こ
の
三
つ
に
共
通
の
番
号
を
付
与
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

実
見
し
て
判
断
を
下
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
最
近
、
中
村

一
紀
「
宋
版
一
切
経
表
紙
芯
紙
に
見
え
る
反
古
紙
に
つ
い
て
」（『
書

陵
部
紀
要
』
五
六
、
二
〇
〇
四
年
度
、
一
〜
一
五
頁
、
図
版
一
一
）

と
い
う
論
文
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
別
の
写
本
」

の
素
性
が
分
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
村
氏
の
扱
っ
た
「
宋
版

一
切
経
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
福
州
版
で
、
巻
子
本
で
は
な
く

折
本
で
す
が
、
そ
の
表
紙
芯
の
一
部
に
反
古
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。「TK

278

」
の
二
枚
目
の
写
真
の
左
上
の
題
簽
の

左
半
分
に
は
「
智
清
／
解
脱
／
清
浄
故
／
清
浄
／
二
无
」
の
文
字
が

確
認
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
表
紙
芯
紙
に
用
い
ら
れ
た
反
古
紙
で
あ

ろ
う
と
推
測
で
き
る
の
で
す
。
反
古
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
確
認
で
き
る
文
字
か
ら
、
お
そ
ら
く
『
大
般
若
経
』
写
本
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

扉
絵
「
釈
迦
説
法
図
」
の
天
地
に
配
さ
れ
る
金
剛
杵
や
雲
紋
の
形

が
契
丹
版
の
特
徵
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
西
夏
時
代
の
黒

水
城
か
ら
多
く
の
契
丹
版
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、TK

278

＋

図９　『金蔵』扉絵（大宝集寺本）
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Φ360

の
「
釈
迦
説
法
図
」
は
、
敦
煌
出
土
で
は
な
く
黒
水
城
出
土

（
西
夏
）
で
あ
り
、
宋
刻
で
な
く
『
契
丹
蔵
』
の
扉
絵
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

扉
絵
は
多
く
残
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
ま
た
幾
種
類
も
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。『
金
蔵
』
が
出
現
し
て
、
そ
の
扉
絵
の
一
つ
に
護

法
神
の
描
か
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
（
図
９
）、
こ
れ
は
『
契

丹
蔵
』
の
扉
絵
を
踏
襲
し
た
も
の
で
す
（
図
10
）。

最
後
に

　

私
は
先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
ド
イ
ツ
の
ト
ル
フ
ァ

ン
文
書
の
版
本
仏
典
断
片
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
人

の
ク
ロ
ト
コ
フ
が
ト
ル
フ
ァ
ン
で
手
に
入
れ
たД

х17015 ‒Д
х17435

に
多
く
の
木
版
仏
典
断
片
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
契
丹
蔵
、
金
蔵
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン

断
片
整
理
に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
、
昨
年
夏
、
暑
い
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
に
見
に
参
り
ま
し
た
。
予
想
通
り
多
く
の
収
穫
を
得
ま

し
た
が
、
最
大
の
収
穫
は
、
ク
ロ
ト
コ
フ
の
収
集
品
と
ベ
ル
リ
ン
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
接
続
す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
発
見

で
す
。
ク
ロ
ト
コ
フ
は
探
検
家
で
も
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央

図10　『契丹蔵』扉絵（ロシア蔵 TK274）
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ア
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
役
人
で
、
政
府
の
命
令
通
り
に
文
物
を
買
い

集
め
た
の
で
す
。
一
方
、
ド
イ
ツ
は
四
回
、
探
検
隊
を
派
遣
し
、
発

掘
調
査
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ロ
ト
コ
フ
収
集
品
と
の

関
係
を
考
え
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
全
て
が
発
掘
品

で
は
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
現
地
の
人
か
ら
購
入
し
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

契
丹
蔵
は
、
二
十
世
紀
末
に
十
二
巻
が
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書

に
多
く
含
ま
れ
る
契
丹
版
断
片
の
版
式
等
、
新
し
い
こ
と
が
次
々
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、
そ
れ
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
扉
絵
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
限
ら
れ
た
お
話
を
す
る
つ
も
り
で
臨
ん
だ
訳

で
す
が
、
最
も
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
、
い
さ

さ
か
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た
禅
研
究
所
の
研
究
会
で
発
表
し

た
も
の
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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